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In this paper, we discuss about car options paying attention 
to three big Japanese car companies, TOYOTA, NISSAN, 
and HONDA.　These companies set up many options on 
every model.　For example, TOYOTA “Noah” （2007 model） 
has 38 options, NISSAN “Serena” （2005 model） has 40, and 
HONDA “Step Wagon” （2009 model） has 19 and so on.
The aim of this paper is clarify option effect with additional 
data.
At first, we take notice of product lines of three companies. 
Comparison of number of models gives us a key to find out 
differences of product strategy.　Model efficiency （sales per 
model） will help our understanding.
Secondly, we think from a different point of view.　Paying 
attention to options, another strategic difference in product 
strategy may become clear.　Moreover, comparing sales of a 
model with number of its option, we will find out the impact 
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1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
トヨタ 19 20 20 20 21 22 25 26 26 28 30 32 35 39 40
日産 13 14 15 18 20 24 26 24 24 25 27 30 31 33 30


















































 4） 各社のモデルの変遷については、拙稿『自動車 3 社の製品ラインとフルモデルチェンジ』
（大阪学院大学商・経営学論集第41巻第 1 号）を参照されたい。
表 2　2000年から20１4年までの、各社のモデル数の変遷
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
トヨタ 41 43 41 41 41 40 38 35 36 35 36 37 37 36 38
日産 27 26 24 22 22 19 19 19 19 18 18 18 18 18 17



























































図 2 と図 3 を比べた場合、両方のグラフでトヨタ自動車の折れ線が最も高い
位置にあることは共通であるが、トヨタ自動車と日産自動車、本田技研工業の













































































セダンとして “プレミオ”、コンパクトカーは “ヴィッツ” を、ミニバンは “ノ
ア”、SUVは “RAV4” をピックアップした。同様に日産自動車については中
級セダンの “ティアナ”、セダンの “シルフィ”、コンパクトカーは “ノート”、



























































































































発売年 2000年 2001年 2005年 2001年 2000年
メーカーオプション数 25 13 16 23 9
メーカーオプション効率 2,735.6 4,520.9 7,352.5 4,215.7 2,824.4
発売年 2004年 2007年 2010年 2007年 2005年
メーカーオプション数 21 9 23 38 19

























































































ばれるインカーホンである。これは、車内で 1 列目の座席と 3 列目の座席の間
で会話ができるようにマイクとスピーカーが取り付けられるものである。他に
34




















































発売年 2003年 2000年 2004年 2005年 2000年
メーカーオプション数 15 12 28 40 17
メーカーオプション効率 1,752.5 3,882.2 3,354.2 2,011.0 2,517.5
発売年 2008年 2005年 2012年 2010年 2007年
メーカーオプション数 21 24 10 18 23



















































































車　　　　名 インスパイア アコード フィット ステップワゴン CR-V
発売年 2003年 2002年 2001年 2001年 2001年
メーカーオプション数 10 16 8 9 15
メーカーオプション効率 548.3 1,833.8 31,348.1 7,896.0 1,151.1
発売年 2007年 2008年 2007年 2005年 2006年
メーカーオプション数 6 9 19 18 9




























































































































田村（1999）、p33の表 3 － 2 を修正、引用
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